富山県八尾（やつお）のおわら風の盆を趣味の仲間４人と急遽行ってきました。
まずは人出の多さにびっくり　９月の１,２,３日の３日間しか仕方ないのかな～
添乗員さんからはくれぐれも迷子にならない様に何度も注意されました。
東京発１０時５２分の新幹線で越後湯沢迄その後は新潟の観光バスで八尾迄
途中も天気もあまり良くなく雨が降ったりやんだり、しかし会場に着いた時は止んでいた。
５時前に会場に着いた。
町民ひろばから禅寺橋を渡って坂の上のお祭りの会場まで人、人　人　まつりは他で見られるようなに賑やなものでなく町流し（１１あるおわら保存会の支部がそれぞれ町の通りを唄い踊りながら流すもの）とステ－ジでの鑑賞があります。
町ながしは三味線、太鼓、胡弓（哀愁があってとても良かったし他ではまず見られない）
の調べが流れるなか　編傘を深くかぶった男女が踊る様子を見ることになる。
ただじっと待っていてはいつ出あうかわからないので見学者自身も移動しながら探す訳です。
またマイク等は一切なく静かなのでどこで流されているか分からない？
これがおわら風の盆の特徴と言われている。
でも初めての経験で少し戸惑いましたね。
添乗員さんのお話によると一つも見られず帰られる（笑い話ではなく）方もいらっしゃるらしい。幸い私達はいくつかは見られました。
又１０時迄の５時間の見学中は幸い雨も降らず良かった。
おわらに使用する衣装や楽器はとても繊細な心遣いが必要なため小雨でも中止せざるを得ないとの事。中止にならず本当に良かった。
しかし１０時に駐車場になっている町民ひろばに集合した時は大雨になっていた。
次々にシャトルバスに乗り観光バスのところ迄送るシステムになっていたのでこの場所で
Ⅰ時間弱またされた。この程度はまだ良い方らしい・・・
やっと金沢のホテルに着いたのは１２時頃でした。
翌日は希望者のみ市内観光　加賀１００万国前田家の墓所の尾山神社、兼六園、
ひがし茶屋街（古い家並みが素敵だった）帰りの集合場所に集まった時は土砂降りの雨
雨は降ったが雨に遭わなかったって感じかな～
帰りも観光バスで越後湯沢迄バス　新幹線に乗り換え越後湯沢発１８時０８分で帰途に着きました。
